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  令和４年度みやぎ環境交付金事業概要書 

 

市町村名 大和町 

事業名 大和町田んぼダム構築事業 

＜事業目的＞ 

近年、地球温暖化の影響により、全国各地

で台風や豪雨などによる災害が数多く発生

している。大和町でも、平成２７年関東・

東北豪雨や令和元年東日本台風（台風第１

９号）において河川の堤防決壊による甚大

な洪水被害を受けており、従来の河川及び

下水道整備では限界があり、地域の流域治水による防災・減災の取り組みが求められてい

る現状である。 

このような状況下における新たな取り組みとして、水田の排水口に排出抑制装置(ロー

ト型堰板)を設置し、大雨時の雨水を一時的に水田へ貯留し排水量を人為的に調節するこ

とで排水路や河川の急激な水位上昇を抑え洪水被害を軽減する「田んぼダム」を構築する

ことで、災害時の洪水被害軽減の高い効果が期待できる。 

「田んぼダム」の実現により、洪水被害や河川氾濫の被害を軽減し、持続的な農業生産

振興と町民生活の安全を図ることを目的とする。 

＜事業内容＞ 

「田んぼダム」構築のための排出抑制装置(ロート

型堰板)を購入し、希望する農家へ配布を行うもの。 

＜事業費＞ 

資材購入費  2,653,200円 

（排水口約 670箇所×＠3,600円×税＝2,654千円） 

＜事業実施期間＞ 

（計画時）令和 4年 4月 1日～令和 5年 1月 31日 

（実 績）令和 4年 4月 1日～令和 4年 12月 1日 

＜その他＞ 

 「ロート型堰板」は既存のコンクリート桝に設置で

き、ポリエチレン製であるため軽量であり、容易に 

設置可能である。また、稲わらなどのゴミが詰まり 

にくい構造のため、農家の負担を軽減できるメリット 

がある。 

 

二酸化炭素削減効果 kg-CO2 

その他の効果 400,000㎥（＝畦畔

の高さ 0.2m×取組

予定面積 200ha）の

一時貯留効果（最

大） 
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